
小学校第４学年 算数科 学習指導案
期 日 平成27年11月11日（水）第５校時

場 所 山鹿市立山鹿小学校４年１組教室

指導者 教諭 富永 東花

１ 単元

「面積」（啓林館）

２ 単元について

(1) 題材感

本単元は，小学校学習指導要領算数科第４学年の目標「面積の単位と測定について理解し，図形の面

積を求めることができるようにするとともに，角の大きさの単位と測定について理解できるようにする」

を受け，内容Ｂ(1)面積の単位と測定の「面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によっ

て求めることができるようにする」をねらいとしている。

ここでは，面積の測定について，単位とする大きさを決めると，その幾つ分として面積の大きさが数

値化できることを学び，長方形，正方形の面積の求め方について，単位正方形が規則正しく並んでいる

ため，乗法を用いると，手際よく面積が求められることを考える。また，長方形を組み合わせた図形の

面積の求め方を考え，説明したり，身の回りにあるものの面積を実際に測定する活動等を行う。

これらを通して，面積の単位と測定や，面積の求め方等の基礎的・基本的な知識・技能を身に付ける

ことができる。また，面積の大きさについての感覚や図形についての見方を豊かにすることができる。

さらには，社会科などの他教科の学習や日常生活とのつながりを実感し，それらに活用する態度を育成

することができる。

(2) 系統観

本単元の系統観は以下の通りである。

（１年生） （４年生） （５年生）

Ｂ(1) 量と測定についての Ｂ(1) 面積の単位と測定 Ｂ(1) 図形の面積

理解の基礎 「面積」 「三角形の面積」

「大きさくらべ 」 「面積の求め方の工夫」 「平行四辺形の面積」

※大きさを比較するなどの活 ※面積について単位と測定の ※図形の面積を計算によって

動を通して，量と測定につ 意味を理解し，面積を計算 求めることができるように

いての理解の基礎となる経 によって求めることができ する。

験を豊かにする。 るようにする。

（小学校学習指導要領から）

◎長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図を用いたり

して考え，説明する活動〔数学的活動(1)イ〕

○正方形及び長方形の面積の求め方を考えること〔Ｂ(1) 面積の単位と測定イ〕

(3) 児童観

ア 意識の実態

アンケートの結果から（Ｎ＝40）

○「算数の勉強は好きですか」という問いに，「当てはまる」と答えた児童は55％であった。

○「算数の授業の内容はよく分かりますか」の問いに，「当てはまる」と答えた児童は58％であった。

○「問題を解くとき，前に同じような問題を解いたことがあるか考えている」「問題を解くとき，何か

きまりがないか考えている」という問いに「当てはまる」と答えた児童は40％前後で，類推や帰納等

の数学的推論を使って考えることに対する意識は十分ではない。

○友だちと考えを出し合う活動（話合い，学び合い）に対する児童の有用感は高い。相手意識を持って

説明することや，積極的に自己の課題克服に向けて話し合うこと，話合いで話題になっていることを

把握することに課題が見られる。



イ 学力の実態

標準学力検査の結果から（平成27年２月実施）

○学力偏差値の算数の平均値は全国標準(50.0)に比し，60.4という状況である。各領域の正答率は数と

計算77.7(全国61.0）,量と測定74.7（全国62.0），図形86.3（全国72.0）,数量関係76.9（59.0）であ

る。

レディネステストの結果から（平成27年10月28日実施 Ｎ＝40）

問題番号 問 題 正答人数 正答率（％）

１ 直接比較で広さを比べることができるか ３２ ８０

２－① １ｃｍと１ｍの関係を理解しているか ３３ ８３

２－② １ｍと１ｋｍの関係を理解しているか ３６ ９０

３－① タイルの辺の数でまわりの長さを比べられるか ２０ ５０

３－② タイルの数で広さを比べられるか ３１ ７８

３－③ タイルの数で広さを比べられるか ３２ ８０

４－① 全体から１本のテープの長さを引いて求められるか ３８ ９５

４－② 全体から２本のテープの長さを引いて求められるか ３１ ７８

４－③ ２本のテープの長さのちがいが求められるか ３４ ８５

４－④ ２本のテープの長さのちがいからもう一方の長さを求 ３４ ８５

められるか

○昨年度の学力検査の結果からも分かるように、学級集団として算数的な素質は非常に優れている。し

かし一方で、数名の児童は基礎的基本的な学習の定着ができていないのも現状である。

○現在、少人数学級で個別指導している児童が7名である。

○教室で学習している児童でも、理解に時間がかかったり、学習内容が定着していないと感じる児童が

数名おり、朝の学びタイム等を使い、復習をしているところである。

○レディネステスト３－①の正答率が低く、図形を感覚的に捉えがちな児童が多くいる。

○レディネステスト４の正答率はおおむね高く、長さを全体から引いて求められているので、本時では

L型図形の必要な数値だけを確認する。

(4) 指導観

○ＩＣＴの活用や具体物の提示により，児童が本時のＬ型図形の面積の求め方について，既習事項をど

のように活用するか見通しを持ったり，そのためにはどのように考えるべきかイメージしたりできる

ようにする。このことにより，問題解決に対する関心を高め，全ての児童が本時の問題を考えるスタ

ートラインに立つことができるようにする。

○ノートや学習シートに問題解決に向けた見通しや，考え方等を図や言葉で表す欄を設け，児童の思考

過程の変容を見取り，形成的評価に生かすとともに，思考力や表現力の育成を図る。

○自分の考えを図や式に表し，それらを用いてペアや全体で相手意識を持ち，数学的な表現を用いて説

明したり伝え合ったりする活動を取り入れる。このことを通して，本時のめあてに迫るとともに，互

いの考えを基によりよい考えを創り出す関係形成を図る力の育成を目指す。

○本時の中心として扱った図と式を結び付ける問題と同様の考え方を要する問題を適用問題として授業

の終末に位置付けることにより，本時の学びを振り返り，理解度を自覚できるようにする。

【視点１】学びを引き出す 【視点２】学びを振り返る 【視点３】学びを支える

豊かな関わり合いのある 思考過程の可視化と 学びのＵＤ化と

言語活動 学びの振り返り 効果的なＩＣＴ活用

【視点１】 【視点２】 【視点３】

○問題解決型の授業展開にお ○本時の目標を達成した児童 ○本時の問題解決に必要な情

いて，ペアや班，全体での の具体的な姿を想定し，評 報（既習事項や考え方等）

活動を取り入れる。 価基準を設定する。 を板書や掲示物に示し，そ

○活動に入る前の発問や，全 ○ノートや学習シートの工夫 れらの活用を促す。

体での共有場面での問い返 により思考過程の可視化を ○既習事項と本時の学習との

しにより，児童の学びを引 目指す。 関連を明確にする。

き出す。 ○本時のめあてとリンクした ○ＩＣＴの活用により，問題

○本時で行う言語活動の目的 適用問題に取り組むことに 場面の把握や，問題中の情

を，教師と児童で共有する。 より，本時の学びと理解度 報の整理等，児童の理解を

を振り返る。 助けるようにする。



◇インクルーシブ教育の視点から

【基礎的環境整備】

○一人一人が学習に見通しが持てるように、学習過程を掲示するとともに、毎時間の学習の流れや板書

を統一した構成にする。

【合理的配慮】

（省略）

３ 単元の目標と評価規準（参考：国立教育政策研究所作成「評価規準の設定例」）

単元の目標 面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることが

できるようにする。

ア 面積の単位（平方センチメートル（cm２），平方メートル（ｍ２），平方キ

ロメートル（㎞２））について知ること。

イ 正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。

算数への ①面積の大きさを数値化して表すことのよさに気付いている。

関心・意欲・態度 ②正方形や長方形の面積の公式を導き出そうとしている。

数学的な考え方 ①正方形や長方形の面積の求め方を考えている。

数量や図形について ①正方形や長方形の面積を公式を用いて求めることができる。

の技能

数量や図形などにつ ①面積の単位（cm２，m２，㎞２，a，ha）と測定の意味について理解している。

いての知識・理解 ②必要な部分の長さを用いることで，正方形や長方形の面積は計算によって

求めることができることを理解している。

③１ｍ２がどれくらいの面積なのかを，身の回りのものの面積を基にしてと

らえるなど面積の大きさについての豊かな感覚をもっている。

４ 指導・評価の計画（14時間取扱い 本時10／14）

次 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価の観点（評価方法）

【３つの視点から】 Ｂ基準

１ ○３つの花壇の広さを，直 ・１年時に学習した大きさの比 関心・意欲・態度①（学習シー

接比較をしたり，しき石 較の仕方（直接比較，任意単 ト）

何個分あるかを調べたり 位を用いた比較）を用いて， ３つの花壇をしき石の個数で表

して比べる。 ３つの花壇の広さを考えるよ し，３つの花壇の大きさの関係

うにする。 をしき石の数で説明している。

【視点１】３つの花壇の広さの

比べ方とその方法について，班

で話し合う時間を設定する。そ

の目的を，班員全員が説明でき

るようになることとする。

１ ２ ○面積の表し方を知り，「１ ・「１cm２の正方形が幾つ分」 知識・理解①（学習シート）

cm２の正方形が幾つ分」 を意識させ，図形の面積を 面積の表し方について理解し，

の考え方を用いて，図 求めたり，図形をかいたり 「１cm２の正方形が幾つ分」の

形の面積を求めたり， する活動を十分確保し，面 考え方を用いて，図形の面積

図形をかいたりする。 積の概念を理解できるよう を求めたり，図形をかいたり

にする。 することができる。
【視点３】前時で用いたしき石

（任意単位）を用いて比較する

考え方を活用し，導入の問題を

考えるようにする。

【視点２】適用問題

３ ○長方形，正方形の面積を ・長方形，正方形の中に１cm２ 関心・意欲・態度②（ノート及

計算で求める方法を，縦， の正方形が規則正しく並ん び観察）

横の長さと，１cm２の正 でいることに着目させるこ 長方形または正方形の縦，横の

方形の個数の関係から とで数えるのではなく，乗 長さと，図の中に並ぶ１cm２の

考える。 法を用いれば面積を求める 正方形の個数の関係から，乗



ことができることに気付く 法を用いれば面積が求められ

ようにする。 ることに気付いている。

【視点１】長方形の面積が縦×

横で求められる理由を，班で話

し合う時間を設定する。１cm２

の正方形の敷き詰め，「どうす

れば敷き詰められた正方形を

早く数えることができるか」

という視点を与える。

【視点２】適用問題

４ ○Ｌ字型の図形の面積を， ・Ｌ字型の図形の面積を求めた 考え方①（学習シート）

正方形や長方形を利用し り，図や式からどのように考 Ｌ字型の図形の面積の求め方に

て求める。 えたのかを読み取ったりする ついて，長方形や正方形の面積

２ ことで，問題解決に長方形や の公式を活用して，筋道立てて

正方形の面積の公式を活用で 説明することができる。

きるようにする。

【視点１】３つの図に対応する

式を選択した理由を，班で説明

し合う時間を設定する。その目

的を班員みんなが図と式を正し

く結び付け，その理由を説明で

きることとする。

【視点２】班での話合いで図と

式を関連付け，式の数が図のど

の部分を示しているのか明らか

にして，説明することができる。

【視点３】長方形，正方形の面

積の求め方の公式を板書に示す

ことにより，それらの活用を促

す。

【視点２】適用問題

５ ○教室のゆかなど，長さ ・長さの単位がcmのとき，面 技能①（ノート）

の単位がｍのときの面 積の単位はcm２であったこと 長さの単位がｍのときの面積

積を求める。 と関連付けて，長さの単位 の単位はｍ２であることを理解

がｍのときの面積の表し方 し，面積を求めることができ

を考え，求めることができ る。

るようにする。

【視点３】長さの単位がcmの

３ とき，面積の単位はcm２である

ことを導入で確認する。

【視点２】適用問題

６ ○縦と横の単位が違う長 ・１ｍ２と１cm２の相互の関係 知識・理解②（ノート）

方形の面積の求め方を を確認し，縦２００cm，横 必要な部分の長さの単位を揃

考える。 ４ｍの長方形の面積は，辺 えることで，正方形や長方形

の長さをｍ，cmのいずれに の面積は計算によって求める

そろえて計算しても同じ結 ことができることを理解して

果が得られることを実感で いる。

きるようにする。

【視点１】

縦２００cm，横４ｍの長方形

の面積が８００cm２ではいけな

い理由を，話し合う時間を設

定する。

【視点２】適用問題



７ ○新聞紙で１ｍ２の広さの ・新聞紙でつくった１ｍ２の広 知識・理解③（観察）

正方形をつくり，身の さの正方形を，教室や廊下 １ｍ２がどれくらいの面積なの

回りに敷き詰め，面積 等に敷き詰めることで，ｍ２ かを実感したり，身の回りの

の大きさについての感 を単位とする面積の大きさ ものの面積を１ｍ２を基にして

覚を持つ。 について実感できるように とらえたりしている。

する。

【視点１】

２つの場所の面積（広さ）の

違いについて，１ｍ２の正方形

を基に説明し合う時間を設定

する。

８ ○長さの単位がｃｍのと ・長さの単位がcmのときやｍ 技能①（ノート）

きやｍのときの面積の のときの面積の単位に関連 長さの単位が㎞のときの面積

単位から，長さの単位 付けて，長さの単位が㎞の の単位㎞２であることを理解

が㎞のときの面積の単 ときの面積の単位を確認し， し，面積を求めることができ

位を類推する。面積の 大きな長方形の面積を求め る。

単位㎞２を用いて，大き ることができるようにする。

な長方形の面積を求め 【視点３】

る。 既習事項の確認（長さの単位

がcmのときやｍのときの長方

形や正方形の面積を求める）

を導入で行う。

【視点２】適用問題

９ ○ａ，haの単位を知り， ・ａ，haの単位は身の回りに 知識・理解①

それらを用いて，長方 使われていることを知らせ， 面積の単位（cm２，m２，㎞２，a，

形を面積を求めること 社会など他教科の学習にい ha）の関連について，図にま

ができる。また，既習 かせるようにする。また， とめることができる。

のｍ２，㎞２との関連に ｍ２，ａ，ha，㎞２の関連を

ついて考える。 図に整理させることで面積

の単位についての理解を深

めることができるようにす

る。

【視点２】適用問題

10 ○「たしかめましょう」 ・学習内容の理解を確認する。

４ をする。



５ 本時の展開

(1) 目標

Ｌ型図形の求め方を，長方形や正方形の面積の公式を活用して説明することができる。

(2) 展開

過程 学習活動【学習形態】 指導上の留意点及び評価【３つの視点から】 備 考

（分） ◎発問

導入 １ 正方形，長方形の面 ◎長方形，正方形の面積を求める公式を言ってみよう。 ＴＶ

（５） 積を求める練習をする 【視点３】本時で活用する既習事項を確認する。

【一斉】 ○長方形の面積＝縦×横

正方形の面積＝一辺×一辺であることを確認する。

展開 ２ 本時の問題を知る。 ＴＶ

（30） 【問題】

左の図の面積を求めよう。

３

【視点３】ICTの活用により児童が本時の問題をしっか

りと把握できるようにする。

◎昨日の問題との違いはどこでしょう。

○長方形，正方形とＬ字型の図形の相違点や類似点に着

目させ，Ｌ字型の図形は長方形に分割できそうなことに

気付くようにする。

５ ◎求めることできるかな・・・。

めあて：Ｌ型の図形の面積の求め方を考え，説明しよう。

３ 解決方法の予想をす ◎どうすれば求めることができるだろう。

る。【個人→ペア】 ○Ｌ字型の図形を長方形でどのように分割するかまで見

通しをもたせる。 学習シ

○３つの方法を示し，多様な解決方法があることを確認 ート

する。

下の①～③の図の考え方にあてはまる式をア～ウよりそれぞれ選びなさい。

① ② ③

７ ア ２×７＝１４ イ ５×７＝３５ ウ ２×４＋５×３＝２３

３×３＝９ ３×４＝１２

１４＋９＝２３ ３５－１２＝２３

４ 示された図と式を見 ◎①～③の図の考え方にあてはまる式をア～ウよりそれ

て，図と式を結び付け， ぞれ選び，そう判断した理由も考えよう。

その理由を考える。 ○図の中の数値が式の中のどの数値に対応しているのか

【個人】 考えるように促し，図と式の中の数値を結び付けること

ができるようにする。

○式が図のどの部分を求めているのか考えるようにす

る。



５ ３つの面積の求め方 ◎式の数値が図のどの部分を表しているのか，式が図の

について説明し合う。 どの部分を求めているのかを示しながら説明しよう。

【班】 ○この話合いのゴール「班のみんなが３つの考え方が分

かって，説明できるようになる」を確認する。

【視点１】３つの図に対応する式を選択した理由を，班で

説明し合う時間を設定する。その目的を班員みん

なが図と式を正しく結び付け，その理由を説明で

きることとする。

【視点２】班での話合いで図と式を関連付け，式の数が図

１０ のどの部分を示しているのか明らかにして，説明

することができる。

【言語活動】 評価：考え方（学習シート）

式の中の数値と図の辺， Ｂ基準：話合いを通して，①から③の考え方にあてはま

式と図の中の長方形等， る式を正しく選ぶことができる。

式と図を結び付けて説 Ａ基準：①から③の考え方にあてはまる式を正しく選び，

明し合うことで，３つ 図と対応している式の数値や式が表していること

の面積の求め方につい を読み取り，説明することができる。

て理解を深める。 〈Ｂ基準に達しない児童への手立て〉

○図の中に数値を書き込むことを確認する。

○長方形の面積の公式を確認し，それぞれの式がどの部分の長

６ ３つの面積の求め方 方形の面積を求めているのかを考えるようにする。

について確認し，本時

のまとめをする。

【全体】

まとめ：Ｌ型の図形の面積は，長方形や正方形にわけて求めることができる。

整理 ７ 適用問題を解く。 【視点２】本時のめあてとリンクした適用問題を行うこ

(10) 【個人】 とで，本時の理解度を見取るとともに，児童自

身が認識できるようにする。

８ 本時の振り返りをす ○「自分の成長」や「他者とのかかわり」，「これから

る。 のこと」について振り返るようにする。


